

































































































































12 『南方熊楠日記 2 1897―1904』（一九八七年）、前掲注 3 所収。 
13 飯倉照平『南方熊楠』（二〇〇六年、ミネルヴァ書房〈日本評伝選〉）第七章、同『南方熊楠の説話学』（前掲
注 2）「『酉陽雑俎』の世界」参照。 









   このごろは小生も伝説をあつめたる本を書かんと企ており候。よってさしあたり、 
     川童のこと 
     神馬のこと 











                                                   

















    川童駒引 
    神馬の蹄 
    ダイダ法師 
    姥神  山姥のことなど 
    榎の杖  杖をさして樹生長することなど 
    八百比丘尼 
    長者栄花 
長者没落 
    朝日夕日 
    金の鶏 
    隠れ里 
    椀貸 
    打出小槌 
    手紙の使  鬼より手紙を托せられたるに、その中に自分を殺せとかきてありし話など 
    石誕生 
    石生長 
    硯の水 










   芳翰拝誦。土宜法竜師よりは「二書」の受取書来たり候。小生「二書」出でてよりは大いに心
も安く三年来始めて閑悠を得、妻子も大いに怡びおり候。 


































































                                                   
17 吉川壽洋「妻木直良」（『南方熊楠大事典』二〇一二年、勉誠出版）参照。柳田も大正三（一九一四）年に甲
寅叢書の発刊に際して、趣意書に名前を挙げた七名の中に妻木を入れており、その信頼が窺える。 











































   小生、近ごろ少閑を得て、仏律に見えたる男女交会の方法、その他歍吻
キ ツ ス
、ルーデサック等、種々
                                                   








































21 原田健一『南方熊楠 進化論・政治・性』第五章「タブーという方法」（二〇〇三年、平凡社）による。 
22 『南方全集』第八巻（一九七二年）所収「高木敏雄宛書簡」、ならびに飯倉照平編「南方熊楠・高木敏雄往復
書簡（『熊楠研究』第五号、二〇〇三年、南方熊楠資料研究会）による。 
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   拝啓。『東京朝日』小生の集めし諸話出で候分なるべく御送り下されたく候。小生は少しも外
出せず、したがってかかるもの一向眼にふれず候。 






   Rhys
ﾗ ｲ ｽ
 Davids
ﾀ ﾞ ｳ ﾞ ｨ ｽ ﾞ
, ‘Buddhist Birth, Stories,’ London,1880. 巻一出でしのみ。 






   右の外に完全なものはなきように御座候。なお ‘Journal of the American Oriental Society,’ 
vol xviii, 1897 に Sergei Oldenburg の『ジャータカ』の論文あり、参考として必要に御座候。 
   正月の『太陽』に出し載せたる「猫一疋より大富となりし話」は客年十二月二十三日の『ノー
ツ・エンド・キーリス』に出であり、『一切有部律』より見出せしなり。貴下仏教の里伝、古話を
見んとならば、『ジャータカ』よりは小乗律蔵の諸本を見らるべく候。一切経の中にあり。 


























































   一切経知人より借受申候処、伝説及童話の材料の研究は如何なる部門を読み申べきや、一寸分
り兼閉口致居候。御教示願上候。『法苑珠林』は全部読了仕候。 
と尋ねたところ、南方は折り返し三月一五日付の書簡（『南方全集』第八巻所収）で、 















   このほか読まんとならば片はしから読み抄するほかなし、実に手数繁きことに候。 










































  午下起く。午後維摩経写す。夜今福湯へ之、還て又写す。 
とあり、翌一六日には、 
  十一時起、維摩経写し了る。宝雨経抄す。 
と記しているので、わずか三晩で『維摩経』を全文写し終えたことがわかる。翌十七日には、 


























図 2：「南方熊楠日記」（明治 45 年 2 月 14 日。田辺市南方熊楠顕彰館蔵） 
〈夏簡〉げら li籾きな k 二A、思'9.が機
記念2I e @十舟::-Llj_~; 
拶21! Oh' 























~ z ず 'J















図 3：「田辺抜書」第 22 冊、182 丁表『維摩詰所説経』冒頭部、田辺市南方熊楠顕彰館蔵） 






























                                                   
30 大鹿実秋『インド古典研究』Ⅰ、一九七〇年、成田山）、長尾雅人『大乗仏典』７「維摩経」（一九七四年、
中央公論社）。 
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 明治二七（一八九四）年二月九日付の、高山寺本『土宜宛書翰』13 号には、次のような一節がある。 






































































                                                   
35 金粟如来などの呼称は、天台智顗の『維摩経玄疏』などの中国撰述文献にみられるものである。高山寺本































                                                   
39 前掲注 37 に同じ。 
40 前掲注 35 参照。 






 ○「馬に関する民俗と伝説 九民俗（3）」（『太陽』二四巻一四号、一九一八年。『南方全集』一巻）。 
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の著作における漢籍と大蔵経に関する索引は、近く完成する英文論考の全訳注とともに、今後の研究
の基礎文献として測り知れない価値をもつ。本稿はそれらに導かれながら試みた、ささやかな読解の
一端にすぎない。 
 
 
